
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原 発 報 道 
-東京新聞はこう伝えた-(仮) 

講師 野呂
の ろ

 法夫
の り お

 氏（東京新聞 特報部デスク） 

と き  2013 年３月１７日（日）午後２時～午後４時 

ところ  金沢都ホテル ７階・鳳凰の間（此花町 6-10 ℡ 076-261-2111） 

     ※会場の金沢都ホテルには若干の立体駐車スペースがありますが、 

      満車の場合はお近くの有料駐車場をご利用ください。 

対 象  関心のある人ならどなたでも（定員 100 人） 

参加費  無料 

  必要事項（医療機関・施設名、代表者氏名、申込人数、参加者の職種）を記載し、 

     裏面の参加申込書をＦＡＸまたは E-mail にて 
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2013 年 3 月 17 日（日）第 39 回定期総会・記念講演 

ＦＡＸ用参加申込書 

 FAX：076-231-5156 

締め切り：3月 11日（月）まで 

 ◆医療機関・施設名                         

 ◆代表者氏名                            

 ◆申し込み人数         人 

 ◆参加者の職種                         人 

                                 人 

                                 人 

                                 人 

 

 
主 催  石 川 県 保 険 医 協 会 

TEL(076)222-5373 FAX(076)231-5156 E-mail：iskw-hok@doc-net.or.jp 

 

 メディアは原子力政策、あるいは原子力そのものの是非について、真正面から論じることを避け、国民に原

子力の正しい情報を伝えてこなかったのではないか。これが原発報道に対する不信感を助長している原因で

あると言えます。 

 そんな中、東京新聞は脱原発の立場を明確に打ち出し、権力にこびない・ぶれない、市民目線の報道を

行っています。特に、『こちら特報部』の一連の報道は、「当局の”発表”に依存せず、自らの問題意識を基

礎に取材し、その成果を紙面に反映させている」と高く評価され、2012 年度日本ジャーナリスト会議

（JCJ）大賞などを受賞しました。 

 講師の野呂法夫氏は東京新聞特報部デスクとして、東日本大震災・原発報道の最前線に立ってきまし

た。東日本大震災、福島第一原発事故、また原発をめぐるさまざまな問題を、関係者の本音を交えてお話

しいただきます。多くの方のご参加をお待ちしております。 


